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第45回大宝蔵展

「高野山の名宝」
〜仏さまと草

そ う

木
も っ

花
か

〜

７月５日（土）～10月５日（日）

利用案内
■
開
館
時
間　

９
時
00
分
〜
17
時
00
分

■
休
館
日　

年
末
年
始

　
（
展
示
替
え
に
伴
う
臨
時
休
館
あ
り
）

■
拝
観
料　

大
人　
　
　

１
３
０
０
円

　
　
　
　
　

高
・
大
学
生　

８
０
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生　

６
０
０
円

高
野
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
、
高
野

町
内
の
学
校
に
在
籍
す
る
学
生
の
方

は
入
館
無
料
で
す
。

（
住
所
記
載
の
証
明
書
提
示
要
）

■
専
用
駐
車
場
あ
り

毎月21日（弘法大師の日）ご来館の方にプレゼントを差し上げます。

霊
宝
館
だ
よ
り　
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０
６
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財
団
法
人
高
野
山
文
化
財
保
存
会

高
野
山
霊
宝
館

電
話
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０
２
９
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石
楠
花
図
（
部
分
）　

霊
宝
館
蔵

日
本
の
水
彩
画
家
、丸ま
る

山や
ま

晩ば
ん
霞か

（
一
八
六
七
〜
一
九
四
二
）
作
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、ア
メ
リ
カ
、中
国
、東
南
ア
ジ
ア
、イ
ン
ド
な
ど
を
巡
遊
し
、世
界
各
地
か
ら
持
ち
帰
っ
た
石
楠
花
を
育
て
る
な
ど
、

高
山
植
物
に
関
し
て
博
学
で
あ
っ
た
。
日
本
山
岳
画
協
会
を
創
設
。
本
作
品
は
、
そ
の
よ
う
な
石
楠
花
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
で
、
昭
和
四
年
に
霊
宝
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
。
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仏
教
の
教
え
で
は
、
人
間
を
は
じ
め
、
動
物
や
植
物
な
ど
、
命
あ
る
す
べ

て
の
も
の
に
は
仏
に
な
る
素
質
が
宿
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
日
常
で
何
気
な
く
目
に
し
て
い
る
草そ

う

木も
っ

花か

（
草
木
や
花
、
季
節

感
を
含
め
た
植
物
全
体
）
は
、
仏
さ
ま
や
お
墓
へ
の
お
供
え
と
し
て
用
い
ら

れ
る
だ
け
で
な
く
、
高
野
山
で
は
、「
五ご

段だ
ん

華ば
な

」
と
呼
ば
れ
る
五
段
に
重
ね

た
荘そ

う

厳ご
ん

な
花
々
が
宗
教
行
事
で
供
え
ら
れ
る
な
ど
、
仏
教
と
深
い
結
び
つ
き

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
大
宝
蔵
展
で
は
、
唐か

ら

草く
さ

、
沙さ

羅ら

双そ
う

樹じ
ゅ

、
蓮れ

ん

華げ

な
ど
の
草
木
花
が
あ

し
ら
わ
れ
た
仏
像
や
仏
画
を
中
心
に
、
貴
重
な
文
化
財
の
数
々
を
展
示
い
た

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
７
年
７
月
５
日（
土
）～
10
月
５
日（
日
）

前
期　

７
月
５
日（
土
）～
８
月
17
日（
日
）

後
期　

８
月
19
日（
火
）～
10
月
５
日（
日
）　

会
期
中
無
休

■
彫
刻

重
文　
　

釈
迦
如
来
及
諸
尊
像　
　
　
　
　
　
　
　

普
門
院

　
　
　
　

不
動
明
王
坐
像
並
び
に
二
童
子
像
の
内
制
多
伽
童
子
像　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

釈
迦
・
薬
師
・
観
音
像　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

主
な
展
示
品

「
高
野
山
の
名
宝
」
仏
さ
ま
と
草
木
花

第
45
回
大
宝
蔵
展

重文　釈迦如来及諸尊像　普門院

重文　鶏図（春・夏）　宝亀院

不
動
明
王
坐
像
並
び
に
二
童
子
像
の
内
制
多
伽
童
子
像

金
剛
峯
寺
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■
絵
画

国
宝　
　

仏
涅
槃
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺
【
前
期
】

重
文　
　

鶏
図
（
春
・
夏
）　　
　
　
　
　
　
　
　

 

宝
亀
院
【
後
期
】

重
文　
　

紅
頗
梨
色
阿
弥
陀
像　
　
　
　
　
　
　
　

桜
池
院　

重
文　
　

文
殊
菩
薩
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
寿
院

重
文　
　

高
野
大
師
行
状
図
画　
　
　
　
　
　
　
　

地
蔵
院

重
文　
　

十
巻
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円
通
寺

　
　
　
　

稚
児
大
師
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
智
院

　
　
　
　

入
定
弘
法
大
師
像　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

石
楠
花
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

霊
宝
館

　
　
　
　

花
鳥
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
智
院

■
書
跡

国
宝　
　

紺
紙
金
銀
字
一
切
経
（
中
尊
寺
経
）　　

 

金
剛
峯
寺

重
文　
　

法
華
一
品
経　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺　

重
文　
　

後
小
松
天
皇
宸
翰
秘
調
伝
授
書　
　
　
　

西
南
院

　
　
　
　

秘
記　

三
鈷
松　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
寿
院

■
工
芸

重
文　
　

紙
胎
花
蝶
蒔
絵
念
珠
箱　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

【
７
月
26
日
㈯
〜
８
月
17
日
㈰
】

重
文　
　

蓮
華
形
柄
香
炉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
光
院

重
文　
　

花
鳥
文
磬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
浄
心
院　
　

県
指
定　

菊
花
牡
丹
文
透
彫
箱　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

打
敷
（
薔
薇
刺
繍
文
様
）　　
　
　
　
　

 

金
剛
峯
寺

※
文
化
財
の
保
存
上
、
展
示
品
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
期
間
中
、
一
部
展
示
替
を
行
い
ま
す
。　

重文　紅頗梨色阿弥陀像　桜池院　

次
回
展
覧
会

令
和
７
年
度 

秋
期
企
画
展

「
奥
之
院
～
弘
法
大
師
信
仰
の
始
ま
り
と
広
が
り
～
」

令
和
７
年
10
月
11
日
（
土
）
〜
令
和
８
年
１
月
12
日
（
月
・
祝
）

重文　後小松天皇宸翰秘調伝授書　西南院

重文　紙胎花蝶蒔絵念珠箱　金剛峯寺
【７月26日㈯〜８月17日㈰】

打敷　薔薇刺繍文様（部分）　金剛峯寺

県指定　菊花牡丹文透彫箱　金剛峯寺

重文　蓮華形柄香炉　龍光院
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仏
涅
槃
図
は
、お
釈し

ゃ

迦か

さ
ま
（
ブ
ッ
タ
）

が
涅ね

槃は
ん

、
つ
ま
り
生
死
の
輪り

ん

廻ね

か
ら
解げ

脱だ
つ

し
、
永
遠
の
安
ら
ぎ
を
得
ら
れ
た
入
滅
の

情
景
を
絵
画
化
し
た
も
の
で
す
。
古
来
、

日
本
で
は
、
各
寺
院
で
毎
年
二
月
十
四
日

か
ら
二
月
十
五
日
に
か
け
て
行
わ
れ
る

「
涅
槃
会
（
常

じ
ょ
う

楽ら
く

会え

）」
と
い
う
、
お
釈
迦

さ
ま
が
入
滅
さ
れ
た
日
を
多
く
の
方
が

偲し
の

ぶ
行
事
で
祀
ら
れ
ま
す
。

　

本
図
は
『
大だ

い

般は
つ

涅ね

槃は
ん

経ぎ
ょ
う』

や
『
大だ

い

般は
つ

涅ね

槃は
ん

経ぎ
ょ
う

後ご

分ぶ
ん

』
等
の
主
な
経
典
を
も
と
に

し
た
も
の
で
、
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）

に
制
作
さ
れ
た
涅
槃
図
で
あ
る
こ
と
か

ら
、「
応
徳
涅
槃
図
」
と
も
呼
ば
れ
、
日

本
に
現
存
す
る
最
古
の
涅
槃
図
で
す
。

　

本
図
は
、
煌き

ら

び
や
か
な
寝
台
の
上
で
、

横
に
な
っ
て
い
る
お
釈
迦
さ
ま
を
中
央

に
配
し
、
そ
の
周
囲
に
お
釈
迦
さ
ま
の
弟

子
た
ち
を
は
じ
め
、
仏
さ
ま
や
神
々
、
動

物
の
獅
子
ま
で
も
が
涙
を

流
し
嘆な

げ

き
悲
し
む
様
子
が

描
か
れ
、
さ
ら
に
は
木
々

が
し
お
れ
た
り
、花
が
散
っ

た
り
す
る
こ
と
で
、
悲
し

み
を
象
徴
的
に
描
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
か
ら
、
生

き
と
し
生
き
る
も
の
す
べ
て
が
お
釈
迦

さ
ま
を
慕
い
敬
っ
て
い
る
こ
と
や
、
お
釈

迦
さ
ま
の
教
え
が
い
か
に
多
く
の
存
在

に
影
響
を
与
え
て
い
た
か
を
表
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
「
仏
さ
ま
と
草
木
花
」
と
題
し

た
大
宝
蔵
展
で
は
、
植
物
に
注
目
し
た
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
図
一
の
中
央
に
、

お
釈
迦
さ
ま
を
囲
う
よ
う
に
沙さ

羅ら

双そ
う

樹じ
ゅ

と
い
う
木
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
沙
羅
双

樹
と
は
、
お
釈
迦
さ
ま
が
入
滅
し
た
際
に

現
れ
た
と
さ
れ
る
木
で
あ
り
、
仏
教
の
三

大
聖
木
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
図
に
描
か
れ
る
八
本
の
沙
羅

双
樹
の
う
ち
、
図
二
の
赤
い
印
を
付
け
た

沙
羅
双
樹
は
枯
れ
て
、
花
の
色
が
白
く
描

か
れ
、
お
釈
迦
さ
ま
の
入
滅
に
際
し
、
木

で
さ
え
も
悲
し
み
を
感
じ
て
、
花
自
体
が

枯
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
表
現
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
図
二
で

青
い
印
を
付
け
た
植
物
は
、
青
々
と
茂し

げ

っ

た
緑
色
の
花
が
描
か
れ
、
お
釈
迦
さ
ま
の

教
え
が
色
あ
せ
る
こ
と
の
な
い
「
永
遠
の

真
理
」
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
状
態
を
一
緒
に
描
く
こ

と
で
、
こ
れ
ほ
ど
深
く
悲
し
ま
れ
る
寂

じ
ゃ
く

滅め
つ

の
境
地
（
＝
死
）
は
如い

何か

な
る
者
で
あ
っ

て
も
避
け
ら
れ
な
い
一
方
、
お
釈
迦
さ
ま

の
教
え
（
＝
真
理
）
は
滅
す
る
こ
と
な
く

永
遠
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
草
木
や
花
な
ど

の
植
物
を
テ
ー
マ
に
、
仏
教
に
関
す
る
文

化
財
を
展
示
い
た
し
ま
す
。
こ
の
展
覧
会

や
ご
紹
介
す
る
文
化
財
を
通
じ
て
、
日
常

生
活
で
普
段
な
に
げ
な
く
目
に
し
て
い

る
植
物
が
、
仏
教
美
術
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
意
図
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ま
に
草
木
や
花

の
描
か
れ
た
文
化
財
に
、
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
和
多　

智
恵
光
）

国
宝 

仏ぶ
つ

涅ね

槃は
ん

図ず　

　

絹
本
著
色　

応
徳
三
年（
一
〇
八
六
）　

金
剛
峯
寺
蔵

収蔵品の紹介 120

図二　仏涅槃図（沙羅双樹部分　拡大）

図一　仏涅槃図
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高
野
山
の
生
き
物

第
八
回

　

高
野
山
寺
領
森
林
組
合　

西
田　

安
則

特
定
外
来
生
物　

ア
ラ
イ
グ
マ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
・
ソ
ウ
シ
チ
ョ
ウ

の
森
を
ハ
イ
キ
ン
グ
す
る
「
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｄ

Ｏ
Ｋ
Ｉ
フ
ォ
レ
ス
ト
ハ
イ
ク
」
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
昨
年
の
夏
あ
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。「
カ
エ
ル
、
ヘ
ビ
、
サ
ワ
ガ

ニ
が
居
な
い
！
」
そ
し
て
遂
に
川
沿
い
を

歩
く
二
頭
の
ア
ラ
イ
グ
マ
を
目
撃
。
そ
れ

ま
で
も
、
箱
罠
に
入
っ
た
ア
ラ
イ
グ
マ
は

何
度
も
見
て
い
ま
し
た
が
、
森
の
中
で
見

た
の
は
初
め
て
で
し
た
。
そ
の
後
何
度
も

目
撃
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
他
に
も

ジ
ャ
コ
ウ
ネ
コ
科
の
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
い
ま

す
。
筆
者
は
、
森
の
中
で
は
見
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
箱
罠
の
捕
獲
状
況
か
ら
考

え
る
と
ア
ラ
イ
グ
マ
よ
り
多
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
聖
地
高
野
山
に
お
い
て
も

外
来
生
物
が
増
え
、
自
然
界
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
に
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
人
間
の

身
勝
手
な
行
動
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

五
月
、
高
野
山
は
新
緑
の
季
節
で
す
。

夏
鳥
達
も
ほ
と
ん
ど
到
着
し
早
い
も
の
で

は
子
育
て
を
行
っ
て
い
ま
す
。
野
山
を
歩

く
に
は
一
番
楽
し
い
季
節
で
す
。
い
ろ
い

ろ
な
鳥
が
盛
ん
に
囀

さ
え
ず

っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
あ
ま
り
抑よ

く

揚よ
う

が
な
い
が
口
笛
に
似

た
綺
麗
な
囀
り
を
す
る
鳥
が
い
ま
す
。
そ

れ
が
ソ
ウ
シ
チ
ョ
ウ
で
す
。
ソ
ウ
シ
チ
ョ

ウ
は
の
本
来
の
生
息
地
は
、イ
ン
ド
北
部
、

中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
の
内
陸
部
で
す
。
江

戸
時
代
か
ら
愛
玩
用
と
し
て
飼
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
に
入
り
標
高
一
〇
〇
〇

ｍ
く
ら
い
の
山
地
で
繁は

ん

殖し
ょ
くし

て
い
る
の
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。
高
野
山
で
も
、
笹
等

の
藪
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
普
通
に
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
傾
向
は
全
国
的
な

も
の
で
、
平
成
十
七
年
に
特
定
外
来
生
物

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

外
来
生
物
と
は
、
元
々
そ
の
地
域
に
生

息
し
て
い
な
か
っ
た
生
き
物
が
意
図
的
、

ま
た
は
意
図
せ
ず
に
人
為
的
に
海
外
か
ら

持
ち
込
ま
れ
た
生
物
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。そ
れ
ら
の
生
き
物
の
中
に
は
生
態
系
、

人
命
、
身
体
、
農
林
水
産
業
に
被
害
を
及

ぼ
す
生
き
物
が
い
ま
す
。
そ
の
中
で
著
し

く
被
害
を
及
ぼ
す
か
、
そ
の
可
能
性
の
あ

る
生
き
物
を
指
定
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

特
定
外
来
生
物
で
す
。
ま
た
、
海
外
か
ら

で
な
く
国
内
に
お
い
て
も
人
為
的
に
本
来

い
な
い
と
こ
ろ
に
移
入
さ
れ
た
生
き
物
の

ハクビシン（トレイルカメラによる撮影）

アライグマ（トレイルカメラによる撮影）

ソウシチョウ　（写真提供：林　育造 氏）

こ
と
を
外
来
種
と
い
っ
て

区
別
さ
れ
て
い
る
み
た
い

で
す
。
国
内
移
入
種
と
も

言
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
高
野
山
で
は
ソ

ウ
シ
チ
ョ
ウ
だ
け
で
な

く
、
も
っ
と
在
来
種
に
脅

威
と
な
っ
て
い
る
外
来
種

が
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
ア

ラ
イ
グ
マ
と
ハ
ク
ビ
シ
ン

で
す
。
当
組
合
（
高
野
山

寺
領
森
林
組
合
）
で
は
夜
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特
集
高
野
山

金
剛
峯
寺　

大
玄
関　

欄
間
彫
刻
に
つ
い
て
考
察

高
野
山
霊
宝
館 

館
長　

大 

森　

照 

龍

　

高
野
山
は
弘
法
大
師
空
海
の
構
想
に

よ
っ
て
開
創
さ
れ
ま
す
。
そ
の
お
り
大
師

は
「
高
野
山
は
東
西
に
龍
が
臥ふ

し
て
、
南

北
に
虎
が
蹲そ

ん

踞き
ょ

（
う
ず
く
ま
る
）」
と
景

観
を
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
龍
と
虎
」

の
例
え
は
栃
木
日
光
（
栃
木
県
日
光
市
）

を
開
山
し
た
勝

し
ょ
う

道ど
う

上し
ょ
う

人に
ん

に
も
贈
ら
れ
て

い
ま
す
。
な
ぜ
大
師
は
二
獣
を
二
回
も
使

用
な
さ
れ
て
い
る
か
私
は
不
思
議
で
し

た
。
で
す
が
先
の
高
野
山
学
で「
女
人
堂
」

を
紹
介
し
た
お
り
「
五
来
重
先
生
」
の
説

と
し
て
、
一
心
院
辺
り
が
伽
藍
を
中
心
と

し
西
北
の
方
角
が
墓
地
に
向
い
て
い
る
と

紹
介
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
中
国
思
想
的
方

位
学
の
理
解
で
し
た
。
そ
れ
を
推
し
進
め

る
と
高
野
山
の
地
形
は
北
に
墓
地
に
最
良

な
山
を
抱
え
、（
玄げ

ん

武ぶ

・
カ
メ
・
黒
）
東

に
（
青せ

い

龍り
ゅ
う・

リ
ュ
ウ
・
青
）
河
川
で
あ
る

御お

殿ど

川が
わ

・
玉
川
。
南
に
（
朱す

雀ざ
く

・
ト
リ
・
赤
）

池
・
湖
の
場
所
が
蓮は

す

池い
け

。
西
に
（
白

び
ゃ
っ

虎こ

・

図１　大玄関　東　麒麟・キリン

図２　大玄関　東　鳳凰・ホウオウ

図３　大玄関　西　霊亀・カメ
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ト
ラ
・
白
）、
街
道
。
高
野
街
道
・
高
野

町
石
道
に
あ
た
る
と
思
い
ま
す
。
多
分
資

料
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
師
開
創
構
想
に

も
四
神
思
想
を
考
慮
し
「
龍
と
虎
」
の
た

と
え
を
用
い
た
と
も
思
え
ま
す
。

　

近
年
で
は
キ
ト
ラ
古
墳
に
も
四
神
像
の

発
見
。
ま
た
京
都
平
安
京
は
四
神
に
守
護

さ
れ
た
土
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
国
思
想
方
位
学
で
考
え
る
と
私
は

高
野
山
も
四
神
相
応
の
地
と
常
々
考
え
て

い
ま
し
た
。

　

さ
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
着
想
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
今
回
「
高
野
山
学
」
講
演
に

あ
た
り
、
金
剛
峯
寺
を
調
査
し
、
大
玄
関

欄
間
に
興
味
深
い
彫
刻
が
あ
り
、
紹
介
し

ま
す
。
玄
関
東
側
奥
よ
り
麒き

麟り
ん

・
キ
リ
ン
。

鳳ほ
う

凰お
う

・
ト
リ
。
西
側
に
は
奥
よ
り
霊れ

い

亀き

・

カ
メ
、
応お

う

龍り
ゅ
う・

リ
ュ
ウ
。
南
面
に
は
東
に

親
子
虎
三
神
・
ト
ラ
。
西
に
虎
二
神
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
に
述
べ
た「
四
神
」

は
北
に
玄
武
・
東
に
青
龍
・
南
に
朱
雀
・

西
に
白
虎
を
配
し
東
西
南
北
を
守
護
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
一
視
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
玄
関
に
彫
刻
さ
れ
て
い

る
神
獣
は
「
四
霊
」
と
し
て
区
別
さ
れ
る

麒
麟
・
鳳
凰
・
霊
亀
・
応
龍
の
四
獣
で
す
。

た
だ
し
こ
れ
ら
の
神
獣
は
方
位
神
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
先
の
四
神
ま
た
こ
の
四
霊

は
「
四し

聖し
ょ
う

獣じ
ゅ
う」・「

瑞ず
い

獣じ
ゅ
う」

と
も
呼
ば
れ
、

人
々
に
幸
福
を
も
た
ら
す
と
言
わ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
金
剛
峯
寺
大
玄
関
に
瑞

獣
と
呼
ば
れ
る
獣
を
配
し
、
訪
れ
る
人
々

を
如
何
に
「
多
幸
・
福ふ

く

寿じ
ゅ

増ぞ
う

長ち
ょ
う」

を
願
っ

た
う
え
で
の
制
作
で
あ
る
こ
と
が
窺う

か
が

え
、

そ
れ
は
現
代
風
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
的
な

空
間
で
も
あ
り
ま
す
。
正
面
の
虎
（
子
虎

含
む
）
五
神
と
屋
根
妻
部
分
に
あ
る
龍
の

彫
刻
は
、
大
師
の
高
野
山
景
観
に
あ
っ
た

「
龍
と
虎
」
を
よ
り
強
調
さ
れ
た
形
で
作

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
な
お
、
東
会
下
門

に
あ
る
兎
の
彫
刻
は
兎
の
多
産
を
象
徴

し
、く
ぐ
る
人
々
に
「
子し

孫そ
ん

長ち
ょ
う

久き
ゅ
う」

へ
と

誘
う
願
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

四
神
・
四
霊
と
も
に
大
師
の
高
野
山
開

創
構
想
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
の
か
、
確

た
る
資
料
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
何

時
の
頃
か
ら
か
高
野
山
は
こ
の
よ
う
な
瑞

獣
等
の
加
護
も
あ
り
、
一
二
〇
〇
年
の
長

き
に
わ
た
り
、
人
々
の
心
の
拠よ

り
所ど

こ
ろ

、
霊

峰
と
し
て
大
師
の
教
え
が
受
け
継
が
れ
る

場
所
と
な
り
ま
し
た
。

四
神　
　

方
位　

地
勢　
　
　
　

季
節

青
龍　
　

東　
　

川
・
流
水　
　

春

朱
雀　
　

南　
　

沢
・
湖
沼　
　

夏

白
虎　
　

西　
　

道
・
大
道　
　

秋

玄
武　
　

北　
　

山
・
丘
陵　
　

冬

＊
時
に
中
央
に
黄
龍
・
麒
麟
を
加
え
て
五

　

神
と
す
る
こ
と
あ
り
。

四
霊

麒
麟
・
鳳
凰
・
霊
亀
・
応
龍

図４　大玄関　西　応龍・リュウ

図５　大玄関　南東　親子寅３神・トラ

図６　大玄関　南西　寅２神・トラ
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高野山霊宝館からのお知らせ

お問い合せ先　高野山霊宝館　ＴＥＬ ０７３６─５６─２０２９㈹

◎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話
（
予
定
）

　
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話
」（
お
坊
さ
ん
に

よ
る
法
話
と
展
示
解
説
）
を
、
左
記
の
日

程
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

５
月
17
日
㈯　

講
師　

中
谷
昌
善
師

　

６
月
７
日
㈯　

講
師　

吉
武
隆
善
師

今
後
の
開
催
予
定

　

７
月
12
日
㈯
、
８
月
２
日
㈯
、

　

９
月
６
日
㈯
、
10
月
18
日
㈯
、

　

11
月
８
日
㈯

　

い
ず
れ
も
13
時
よ
り
開
催
（
約
45
分
）

※
参
加
費
無
料
で
す
が
、
拝
観
料
が
必
要

　

と
な
り
ま
す
。

◎
重
要
文
化
財
指
定
記
念
特
別
展

﹁
大
伽
藍
﹂
関
連
事
業

○
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

　

４
月
12
日
㈯
と
６
月
14
日
㈯
の
両
日
、

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
」（
当
館
職
員
に

よ
る
展
示
解
説
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
展
覧
会
予
定

○
秋
期
企
画
展

　
﹁
奥
之
院

　
　

〜
弘
法
大
師
信
仰
の
始
ま
り
と
広
が
り
〜
﹂

　

10
月
11
日
㈯
〜

令
和
８
年
１
月
12
日
㈪
・
㈷

○
冬
期
平
常
展

　
﹁
密
教
の
美
術

　
　

〜
し
あ
わ
せ
の
カ
ウ
ン
ト
〜
﹂

　

令
和
８
年
１
月
17
日
㈯
〜
４
月
12
日
㈰

◎
霊
宝
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
新
商
品
発
売

　

高
野
山
霊
宝
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ

プ
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
新
商
品
『
切
り
絵 

両
界
曼
荼
羅
』の
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

繊
細
な
切
り
絵

を
、
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
が
施
さ
れ

た
台
紙
に
添
え
て

お
渡
し
い
た
し
ま

す
。
価
格
は
１
枚

３
，
０
０
０
円
。

◎Instag
ram

を
開
始

　

こ
の
た
び
、
高
野
山
霊
宝
館
の

Instagram

を
始
め
ま
し
た
。
霊
宝
館

の
内
側
や
周
辺
情
報
な
ど
を
主
に
リ
ー
ル

動
画
（
短
い
動
画
）
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
け
れ
ば
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ

き
、
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い

た
だ
け
る
と
幸
い
で

す
。（
ア
カ
ウ
ン
ト
：

koyasan_reihokan

）

◎
記
事
の
訂
正

　

令
和
７
年
４
月
１
日
発
行
の
霊
宝
館
だ

よ
り
１
５
０
号
の
１
頁　

表
紙
写
真
の

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
「
重
要
文
化
財　

金
剛

峯
寺　

孔
雀
堂
・
准
胝
堂
・
御
影
堂
・
根

本
大
塔
（
手
前
・
西
か
ら
）」
と
あ
り
ま

す
が
、
孔
雀
堂
は
重
要
文
化
財
指
定
の
対

象
外
で
す
。

ミュージアム法話開催風景
（高野山本山布教師　中谷昌善師）

◎
密
教
・
仏
教
が
自
宅
で
学
べ
る

﹃
高
野
山
大
学 

社
会
人
向
け
コ
ー
ス
﹄

　

高
野
山
大
学
で
は
、
社
会
人
の
皆
様

の
人
生
の
さ
ら
な
る
学
び
を
応
援
す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
可
能
な
密
教
文
化

コ
ー
ス
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

　

空
海
、
マ
ン
ダ
ラ
、
お
遍
路
、
歴
史

な
ど
幅
広
い
学
び
を
、
続
け
や
す
い
学

費
に
て
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細

は
大
学
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

高
野
山
大
学
コ
ー
ス
広
告

大学 HP
QR コード

ミュージアムトーク開催風景（４月12日）

友の会 会員募集
〈年会費〉　
　一般会員（個人）　　３，０００円
　賛助会員（法人）　３０，０００円
　キャッシュレス決済手続きが可能となります。入会希望の方
は下記から申し込みいただくか、霊宝館までお問い合わせくだ
さい。

会費ペイ会員登録用ＵＲＬ・ＱＲコード
https://www.kaihipay.jp/forms?
form_code=9807367488232707


